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未来へ向けて
　次週は年度最終夜の例会が開かれますので、今週で今年
度の通常例会は最後となります。会長の時間でお話させてい
ただく機会も本日を含めあと２回ですので、ここまで来たら最
後まで真面目な会長の時間にしたいと思います。若干耳ざわり
な内容かもしれませんがどうかご容赦ください。
　さて、ガバナーを輩出したクラブとしての年度も余す処あと
１か月です。髙山会員がガバナーノミニーに選出され、ガバナ
ーエレクト、ガバナーと滞りなくその任期を終えますが、クラブ
としては今後の５、６年が非常に大切な期間になろうかと思い
ます。モチベーションの低下、いわゆる燃えつき症候群になら
ないよう気を付けるべきかと思います。
　ここ数年、クラブはガバナー輩出クラブという共通意識で
会員増強を軸にクラブが活性化しました。また奉仕活動の分
野でも会員歴に関係なく委員会が主体性をもって考えてクラ
ブが全体的に１段も２段も上がったような感覚をもっています。
　そこで終わるのではなく、更にクラブが継続して活性化する
ためには単年度ではなく将来取り組みたい目標を設定しそこ
に向かう新たな共通意識が必要と感じます。くしくも来年度は
クラブ創立３５周年という節目の年です。あくまで例えですが
、創立４０周年記念事業をイメージからでも始めて決めてゆく
など単年度で風向きの変わらない目標を軸に会員が楽しめる
クラブ運営があると良いかもしれません。
　近年の規程審議会で様 な々改変があっておりますが、ロー
タリーの本質というものはいかがでしょう。１００年以上も続く
世界最大の民間奉仕団体でありますので本質そのものは不偏
ではないでしょうか。そこで上記には、昔からのクラブの趨勢
を見守ってきたベテラン会員様からのアドバイスが今後も非常
に有効で重要と考えています。若い世代に偏るとともすれば、
仕事のためのロータリーになりがちです。「入りて学び、出でて
奉仕せよ」をはじめとしたロータリーの本質を例会の場や懇
親の場で言い続けていただきたいと思っています。
　そこで、2008-09年度第2780地区ガバナー足柄ＲＣ山地裕
昭様の卓話の原稿を抜粋しご紹介したいと思います。
　ロータリー・クラブという出会いの場に触れて
　ロータリーつながりの中で多くの友人と知り合い
　ロータリーつながりの中でお互い自己を磨き
　ロータリーつながりの中で奉仕をする喜びを知り
　そのつながりの中でフエローシップとサービスを学ぶ
　仲間を大切に思う心と世のため人のために尽くす心は
　開かれた家庭、開かれた職場を生み出す

・出席報告（6月3日）

■　第36回例会の記録（6月3日）
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今年度総括⑴　本年度を振り返って
2018～19年度を振り返って一人ずつのリレートークを
行いました。
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我等の生業さまざまなれど

集いて図る心は一つ

求むるところは平和親睦

力むるところは向上奉仕

おお　ロータリアン

我等の集い

　私はロータリークラブに入ってこのことを学びかつ感じ取って
きました。このようなことをどのクラブでも教えてくれたり，注意
をしてくれる先輩ロータリアンが何人かいました。そのお陰でク
ラブは成り立っていたといっても過言ではない。「入りて学び、
出でて奉仕せよ」この言葉を死語の言葉にしてはいけない。ロ
ータリーは例会出席から始まる。例会なくしてロータリーは存在
しない。ロータリーの本質は親睦の中から自己を研鑽し、奉仕
の 心を高めることにある。これは例会に出席しなければできな
い。毎週の例会に出席することで、気兼ねのない話し合い、笑
いのある楽しい雰囲気の中で醸し出された会員同志の親睦の
エネルギーが自己研鑽と「人の身になって考え、人のお役に立
つ行い」という奉仕の心を生み出し、高めていくことができる。
つまり、例会の中で親しみ、磨き合い、学び合う中でロータリー
がよく言う「寛容と調和」の心を身につけていく。
　「入りて学び、出でて奉仕せよ」であります。ロータリー・クラ
ブの例会を通じて、親睦を出発点とし、奉仕の心を植えつけ、
一人一人が各方面に実践することが大切なのである。私たちロ
ータリアンは、ロータリーの目的を達成するためにもロータリー

の綱領を推進することが大切であります。みなさんロータリ
ーの綱領を見て下さい。その本文は、「ロータリアンのかかわ
っている事業は、社会に役立つ有益な事業である、その事
業の根底に奉仕の理想を定着させ、力強く育て上げること
である。」ということであり、すなわちロータリアンが毎日従
事している自分の職業の倫理観を高めることが尤も大切で
あると言っている。お客さんのためにサービスすることが、実
は自分のためになるという人間関係のつながりの妙を表して
いる。その綱領は、①広く知り合いを求めて奉仕の機会を多
く持つ②各自の職業に誇りをもってその道徳的基準を高め
る③公私の別なく奉仕の理想を実行する④理解と友情を国
際的にも広めるという４つの道を掲げている（抜粋）との記
述がございました。
　昔から言われている事、変わらない事いえ変えないことは
何か意味があると思います。今年度一つの大きな山を越えま
した。勝って兜の緒を締めよというように油断は禁物です。
クラブがますます上がっていくよう私自身も努力したいと思
いました。
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6月3日午後1時30分～50分理事会議事録
出席者　穐田、高橋、坂本、河野、松浪、髙野
議題①：佐藤正哲会員の退会にあたり、永年在籍感謝のため、
　　　　ロータリーロゴ入り盾及びペアグラスを贈ることに
　　　　ついて。
　　　　承認。
議題②：最終例会において、事務局佐藤さんの送別にあたり、
　　　　記念品を贈り、参加費を会で負担することについて。
　　　　承認。
その他【主に報告事項】
①米山記念館創立50周年記念事業における記念館改修費用寄
　附の件、クラブ単位で取りまとめを今後していくことになる。
②9月28日仙台・塩竃で行われる日韓親善会議の参加登録が
　後日呼びかけることとする。
③ロータリー会員以外の例会参加におけるイベント呼びかけ
　などについて、意見交換した。

理事会議事録

幹事報告

・八代東RC創立30周年記念式典及び祝賀会の御礼
・別府東RC創立40周年記念式典・祝賀会ご臨席の御礼
・大分キャピタルRC　
　創立20周年記念式典・祝賀会・記念ミュージカルのご案内
　記念式典　9月7日(土)　16：00～　
　記念祝賀会　17：30～19：00　
　　　　　　　レンブラントホテル２F二豊の間  
　記念ゴルフコンペ　9月8日(日)　8：35～トップスタート
　　　　　　　　　　城島高原ゴルフ場
　記念ミューカル　8月30日(金)　18：00開場　18：30開演
　　　　　　　　　iichikoグランシアタ 

〈卓話の時間〉 （6月3日）

2018～19年度を振り返り、一言ずつリレートークを行いました

例会の予定

■6月17日（月）

■6月24日（月）

■7月  1日（月）

■7月  8日（月）

■7月22日（月）

■7月31日（水）

最終夜の会　19:00～「にしおか」
定款に伴う休会
ゲスト卓話
会員増強の卓話・セミナー報告
岩崎ガバナー補佐訪問
東RC・南RC3クラブ合同例会
ガバナー公式訪問

　私はロータリークラブに入ってこのことを学びかつ感じ取って
きました。このようなことをどのクラブでも教えてくれたり，注意
をしてくれる先輩ロータリアンが何人かいました。そのお陰でク
ラブは成り立っていたといっても過言ではない。「入りて学び、
出でて奉仕せよ」この言葉を死語の言葉にしてはいけない。ロ
ータリーは例会出席から始まる。例会なくしてロータリーは存在
しない。ロータリーの本質は親睦の中から自己を研鑽し、奉仕
の 心を高めることにある。これは例会に出席しなければできな
い。毎週の例会に出席することで、気兼ねのない話し合い、笑
いのある楽しい雰囲気の中で醸し出された会員同志の親睦の
エネルギーが自己研鑽と「人の身になって考え、人のお役に立
つ行い」という奉仕の心を生み出し、高めていくことができる。
つまり、例会の中で親しみ、磨き合い、学び合う中でロータリー
がよく言う「寛容と調和」の心を身につけていく。
　「入りて学び、出でて奉仕せよ」であります。ロータリー・クラ
ブの例会を通じて、親睦を出発点とし、奉仕の心を植えつけ、
一人一人が各方面に実践することが大切なのである。私たちロ
ータリアンは、ロータリーの目的を達成するためにもロータリー

の綱領を推進することが大切であります。みなさんロータリ
ーの綱領を見て下さい。その本文は、「ロータリアンのかかわ
っている事業は、社会に役立つ有益な事業である、その事
業の根底に奉仕の理想を定着させ、力強く育て上げること
である。」ということであり、すなわちロータリアンが毎日従
事している自分の職業の倫理観を高めることが尤も大切で
あると言っている。お客さんのためにサービスすることが、実
は自分のためになるという人間関係のつながりの妙を表して
いる。その綱領は、①広く知り合いを求めて奉仕の機会を多
く持つ②各自の職業に誇りをもってその道徳的基準を高め
る③公私の別なく奉仕の理想を実行する④理解と友情を国
際的にも広めるという４つの道を掲げている（抜粋）との記
述がございました。
　昔から言われている事、変わらない事いえ変えないことは
何か意味があると思います。今年度一つの大きな山を越えま
した。勝って兜の緒を締めよというように油断は禁物です。
クラブがますます上がっていくよう私自身も努力したいと思
いました。

西岡　一雄会員
今年度もありがとうございました。次年度も皆様よろしくお
願いします。

藤本　保会員
今年度は、例会行事へ出席できないこともありました。 
次年度テーマが楽しもうホーム例会ですので、楽しみにでき
るだけ多く出席しようと思います。 

吉良　昌一会員
今年度は、波乱万丈な一年でした。府内5番街で理事をしてお
りますのでPRの仕方を日々考えながら、ロータリーの良さや
活動をたくさんの方へ知っていただけるよう、次年度も頑張
りたいと思います。

坂本　肇会員
遠方でしたのでSAAとしては、なかなか役割を果たせず皆様
に支えられた一年でした。    
また地区の管理運営に出席させていただき、たくさんの方々
との出会いもあった一年でした。

穐田　英一郎会長
今年度会長として、花火大会から始まり、地区大会・産山村
プロジェクト・クリスマス例会・はばたき支援と貴重な経験
を若いうちにさせて頂き本当に良い一年でありました。また
韓国オン全州RC訪問ができ、交流が図れたことも今後に繋が
る良い結果だったと思います。

藤田　敬治会員
一年間地区の幹事をさせていただき、高山ガバナーのコンセ
プトである青少年をテーマに、8か月とういう短い期間で地区
大会の準備を行いました。とても大変でしたが、各クラブの
若い優秀な方々と囲まれて仕事ができた事は、自分にとって
良い勉強となりました。

河野　聡会員
クラブ幹事として、すべきことがなかなかできず会長、副、
皆様に支えられた一年となりました。
入会し丸5年となりましたので、来期は地区の役割もはたして
いきたいと思っております。

髙野　太会員
前年度の幹事の役目を終え、少し緊張が切れた一年でもあり
ました。クラブ管理運営統括として、改めて自クラブの雰囲
気の良さを感じられた一年でした。来期もまた宜しくお願い
します。


